
6/1(木)「生きがいのつどい」フェニックスプラザ
6/6(火)「健康のつどい」福井市体育館

第1日目の「生きがいのつどい」には、 
27名の参加がありました。第2日目 
の「健康のつどい」には36名が参加、 
全市を13ブロックに分け、日新地区 
は赤チームで、6種目の競技のうち、 

「ボール送り競争」の1位をはじめ、 
計3種目に入賞、近年にない見事な好 
成績でした。赤鉢巻の 
仲間が走る、滑る、転 
ぶ、また走る!素睛ら 
しいファイトでした。

老人会会長阪井惣七

て準備していきたいと思います。

底喰川ウォッチングの様子

日新小学校校長塚田隆夫
本校では、本年度より二学期制を試行し ます。二学期制とは、一年間の教育活動を 前期と後期に分けるもので、十月中旬を学 期の区切りとします。しかし、長期休業な どはこれまでと同じなので、子ども達の 学校生活は大きく変わらないと思います。二学期制になることで、これまでより長 い学期になり、ゆとりを持ちながら学習に 取り組めるとともに、子どもの様子・変容 がよく把握でき、より客観的な評価が出来ると考えています。また、学校行事を見直 すことで、時間的な余裕が生まれ、基礎基 本の充実や発展的な学習に当てることがで きます。しかし、学期の途中に長期休業が あるため、どのようにして学びの連続性を 保っかが課題となります。その他の課題も 見えてくると思いますが、本格実施に向け

冬誓学期制について
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日新地区の人口 
男2,759人 
女2, 843人 
計5, 602人 
日新地区の戸数

2,208 戸
:(2006年6月1日現在)
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日新地区の団体紹介シリ—ズ② 

日新地区社会福祉協議会 

会長井上清次 

住民参加の福祉のまちづくり、
その牽引役となっ 

て日新地区社協では、さまざまな事業を開催してい 

ます。自治会型ディホーム、食事サービス、児童と 

高齢者の交流、敬老事業、介護や福祉に関する研修 

会、福祉まつりなどの事業を行っています。
特に 

介護予防事業の一っとして、自治会型ディホームは、 

市社協専任職員をサポートし、 

地区社協理事、福祉委員、ボラ 

ンティアの協力により毎月4
回、 

年
間
48
回開催。会場は、
ひまわ 

り児童館、ハツ島会館、乾徳ふ 

れあい会館、
日新公民館です。

少子、高齢化が進展する中、 
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の
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支えあい」
の地域活動を推進しています。 

福井県交通安全協会日新分会会長渡辺幹男 

社団法人福井県交通安全協会福井支部・日新分 

会と言い、車両等の運転免許を受けて安全協会費を納

入
し
た
人
を
も
っ
て
会
員
と
し
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

(
や 2;)

かかり、落ち着きのな 

い人間が増えているよ 

うに思える。何事も、 

「はやく 
はやく」と、 

新しい物を追い求める 

傾向が強い。

青葉若葉の茂る小道 

をゆっくりと散策する 

ように、人の心と心が 

ふれあい、挨拶を交わ 

して、笑顔で「地域づ 

くり」について語り̂ 

う時を持ちたいと・ 
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民
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は
、戦
後
の
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和21 

年に設置されました。教育 

こそ将来の富国の原動力で 

あり、国民の幸せを築く基 

盤となる施策であるという 

理念です。社会教育、生涯学習の拠点となる公 

民館の使命は基本的に今も変わっていません。 

老若男女すべての住民がこの点で公民館に結び 

ついていると言えます。公民館は、その活動の場 

です。公民館職員は官と民の両輪の意思にょ 

り、地区の時代が求める方向へ進むように情報 

を伝達し、意思の疎通を図るため努力していま 

す。催し行事や趣味、教養、同好のグループ活 

動、各種講座などへ積極的に参加し、より潤いの 

ある生活にして頂ければと思います。いつでも気 

軽に公民館をご利用下さい。

生涯学習の拠点地区公民館 

日新公民館第六代目館長 
野村純一
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森坂克彦さん(72)乾徳1丁目

#0*0 〇 〇

森坂さんは、自治会長を務めた時に、町内出納 
帳を紐解くうち、乾徳地区が昔からどのように 
発展してきたかが気になり、元村から現在まで 
の変遷・沿革を調査。神社仏閣、公共物、災害 
など、主に戦災以降の経緯の調査を始めてから 10年の今年、「乾徳地区の 
今昔」を発刊しました。
時代の流れを分かりやすく 次世代に伝承しようと発刊 
した「乾徳地区の今昔」は 
先祖よりの遺産と誇りを感 
じ、よき地域社会を創造す］ る手引書といえます。 !

福引きで 
範徳地区荒ホさん 
自転車能+I

日新区民体育大会
平成18年5月21日(日)

如 零

日新小やまほうし

紫つゆくさ

、宀
底喰川河川败
黄しようぶ

乾徳油田宅前街路樹下

ふる里の味その2 藤の葉と昆布の佃煮 乾徳3加藤胡柳さん

たっぷりの熱湯に塩を1つまみ、薛の葉をさっと湯がき水気をしぼる。 
昆布は2ミリ位の細切りに。蔣の葉と昆布を合わせ、 
酒少々としょうゆを加え、中火でからっとなるまで 
かき混ぜながら煮あげる。

※冷蔵庫で2週間位保存可能。
<薩の薬効>咳や痰が出た時、胃が弱った時によいそうです。

日新小

地区行事から〇

編陰後鮑

寿しらせ…
日新小学校子ども祭
日新地区老人クラブ連合会 総会 
花しょうぶを観る会(環境部会) 
小学校連合音楽祭
クリーン大作戦(予備日!6日)

堀ノ宮納涼祭 文里夏まつり 夏山登山(六所山)敬老会
日新小学校二学期開始 
藤島中学校二学期開始 
公民館まつり(前夜祭2113)

6月23日(金) 
6月24日(土) 
6月25日(日) 
6月29日(木) 
7月9日(日) 
7月13日(木)〜シニアのためのパソコン講座(毎木曜4回) 
7月21日(金) 日新小・藤島中学校夏季休業に入る
7月27日(木) 日新夏まつり民踊大会(乾公園・予備28日) 
7月28日(金)・29日(土)乾徳夏まつり(乾公園) 
7月29日(土) 
7月30日(日) 
8月6日(日) 
9月18日(月) 
10月16日(月) 
10月18日(水) 
10月22日(白)
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